
トップエスイー：サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム
文部科学省科学技術振興調整費産学融合先端ソフトウェア技術者養成拠点の形成

トップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム～

IoT/AIコース 修了制作

スマートエスイー：スマートシステム＆サービスおよびDX推進を担う人材の産学連携育成

非接触センサを用いたペットの健康モニタリングシステム

Hella Japan inc.       山田 大介               gande.demais.montanha@gmail.com

システムの全体像

評価結果

ペットの健康増進に対する需要 非接触モニタリングによる解決

総括・今後の展望

■今回注目した課題
1. 接触式センシングでは破損等でのリスクあり
2. 内臓系の疾患のモニタリングが困難。
3. 外出時にペットの異常に気が付くのが遅れる。

■背景
- コロナをきっかけにペットを迎え入れる人が増加。
- ペットの健康に対する需要が高まっている。

3つのアプローチ
1. 行動検知

  2. 尿分析
3. 常時監視機能

1. 行動検知

機械学習による行動分類
（4～6つ）。分類数を変更
し定量評価を実施。

2. 尿分析
pH、電気伝導率、色分析

をリファレンスサンプルに
て定量評価を実施。

3. 常時監視
外部ネットワークを介してリ
アルタイムで監視可能か定
性評価を実施。

各種センサデータ
をWebブラウザ上
にて可視化

pH

（尿分析）

USBカメラ

（行動検知、尿分
析、常時監視）クラウドにてデータ収集 Raspberry Piにてゲートウェイ

■総括
- 今回注目した3つの機能をPoCとして構築、評価を完了。
- 定量/定性評価により課題の洗い出しを完了（下表）。

各種センサにてデータ収集

分類数を絞ったモデルのAccuracyが最も高く、採用

リファレンスに対して想定した値を出力であることを確認

既存のペットカメラと比較し十分な機能であることを確認

電気伝導率
（尿分析）

■今後の展望

行動検知、溶液の分析、常時監視、可視化は汎用的な技術
であり他分野への応用も検討（見守り、介護、環境保全）
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